転籍契約書

株式会社●●●（以下「甲」という）と、株式会社●●●（以下「乙」という）および乙従業員●●●（以下「丙」という）の三者は、丙の転籍に関し、次のとおり転籍契約を締結した。

第１条（転籍合意）

甲および乙は、丙が甲に転籍することに合意する。

２　丙は、甲への転籍を承諾する。

第２条（効力発生）

前条による転籍の効力発生は、平成●年●月●日とする。

２　転籍契約の効力発生により、丙は、乙の従業員たる地位を喪失し、甲の従業員たる地位を取得する。同時に乙は、丙の使用者たる地位を喪失し、甲は、丙の使用者たる地位を取得する。

第３条（転籍後の労働条件）

転籍後の賃金・労働時間等の労働条件は、甲の定める就業規則等によるものとし、丙は、これに服することを承諾する。

２　甲丙間の労働条件に関し、問題が新たに生じた場合は、労働基準法その他の関係法規を適用して解決するほか、甲丙協議のうえ、これを解決するものとする。

第４条（勤続年数の計算）

甲における丙の勤続年数計算については、乙における勤続年数は通算しない。公的年金その他の社会保険給付上の取り扱いについては、関係法規の定めるところによるものとする。

２　乙において退職一時金等その他の給付の制度がある場合には、本転籍契約の効力発生による丙の乙退職後、乙は、すみやかに給付を行うものとし、乙における退職給付制度上の権利義務が甲に引き継がれないことを、甲乙丙は、相互に確認する。

第５条（その他）
本転籍契約に関する事務手続きについては、甲乙協議してこれを処理　　する。

２　本転籍契約の内容に関し、何らかの疑義が生じた場合には、甲乙丙がそれぞれ誠実に協議してこれを処理するものとする。

以上、本契約の成立を証するため、本書３通を作成し、甲乙丙各記名押印のうえ、各１通を保有する。

平成●年●月●日


　　　　　　　　甲（住　所）　●●●


　　　　　　（名　称）　株式会社●●●



　　　　　　　　 代表取締役　●●●　　　印

　　　　　　　　乙（住　所）　●●●


　　　　　　（名　称）　株式会社●●●



　　　　　　　　 代表取締役　●●●　　　印

　　　　　　　　丙（住　所）　●●●


　　　　　　（名　称）　●●●　　　　　　　　　印
